
１  水 道 料 金 調 定 関 係 １ ． 1 0 月 期 の 経 営 状 況
単 位 　 ( 1 )  予 算 執 行 状 況 等 に つ い て

1 件 ・ 上 水 道 事 業
2 ㎥ 　 　 ア  収 益 的 収 支
3 円

4 件

２ 　 下 水 道 使 用 料 調 定 関 係
単 位

5 件 　 　 イ  資 本 的 収 支
6 ㎥

7 円

３  給 水 業 務 関 係 ・ 下 水 道 事 業
単 位 　 　 ア  収 益 的 収 支

8 人

9 件

1 0 件

1 1 件

1 2 件 　 　 イ  資 本 的 収 支
1 3 件

1 4 件

1 5 件

1 6 件 ２ ． 今 月 の 出 来 事
1 7 件 　 ( 1 ) 上 下 水 道 モ ニ タ ー 会 議 の 開 催 に つ い て

４ 　 排 水 設 備 業 務 関 係
単 位

1 8 排 水 設 備 工 事 確 認 申 請 件

1 9 排 水 設 備 工 事 完 了 検 査 件

５  水 道 料 金 徴 収 関 係

2 0

2 1

2 2

６  下 水 道 使 用 料 徴 収 関 係

2 3

2 4

2 5

７  受 益 者 分 （ 負 ） 担 金 徴 収 関 係 　 ( ２ ） 資 金 管 理 運 用 委 員 会 を 開 催

2 6

2 7

2 8

調 定 料 金 ( 税 抜 ) 6 2 , 5 5 4 , 1 8 0

経 年 メ ー タ ー 交 換

4 , 6 8 4 , 7 9 6

9 8 . 1 3 %

D  対 前 年 比 較 ( B - C )

督 促 状 発 送 数 1 , 4 1 9 9 , 5 3 4 9 , 3 4 7 1 8 7

月 末 停 止 件 数

項 　 　 　 　 　 目

メ ー タ ー 口 径 変 更

4 0

B  収 納 率

9 7 . 8 7 %過 年 度 分

C  前 年 度 同 月 累 計

6 7 5 , 2 8 6 円

8 0 , 6 7 6 , 2 0 9 円

7 6 4 , 1 8 8 円

8 6 , 3 4 5 , 2 7 4 円 8 3 . 2 7 %

9 9 . 0 4 %

項 　 　 目 A  当 月 末 未 収 額

6 , 0 7 7 , 0 2 0 円

1 2 . 1 8 %

4 , 5 4 7 , 0 0 0

1 , 2 1 6 , 0 0 0 , 0 0 0

―

3 6

9 3 ―

4 3 8 , 2 6 4 , 7 9 6 4 3 3 , 5 8 0 , 0 0 0 4 3 8 , 4 8 1 , 8 5 7

8 5 . 3 5 %

-

B  収 納 率 C  前 年 同 月 未 収 額 D  収 納 率

9 9 . 1 4 %

4 , 1 1 2 , 5 1 0 円

8 2 . 0 9 %

1 , 2 2 5 , 0 2 0 , 4 0 4

1 7 5 , 8 9 9

3 1 6

2 5

2 3 6

7

3 8 0

2 , 4 1 0

3 9

―

1 7 7

4 5 3

2 , 8 8 3 4 7 3

8 6

9 21 3 2 , 2 4 0

2 1 0

2 3 3 3

△  2 1 7 , 0 6 1

A  当 月 期 B  当 年 度 累 計

7 3

△  3

調 定 件 数

B  当 年 度 累 計

開 栓 処 理 件 数

閉 栓 処 理 件 数

給 水 工 事 設 計 審 査 6 2

4 , 5 0 6 , 6 0 8

1 , 2 0 9 , 7 8 5 , 0 0 0

1 7 5 , 5 8 1

3 0 , 4 3 0

6 3 7 , 6 7 6

1 7 1 , 3 4 8 , 3 4 0

2 5 , 0 0 5

2 1 3 , 6 0 4 2 1 3 , 3 3 1

調 定 水 量

項 　 　 目 A  当 月 期

調 定 水 量

7 6 , 6 1 9

3 0 , 2 3 9

3 1 6

1 3 0 , 1 9 2

4 , 5 7 9 , 3 2 8

一　　般　　事　　項

C  前 年 同 月 未 収 額 D  収 納 率B  収 納 率

給 水 件 数

項 　 　 目

1 7 3

0

E  対 計 画 比 較

2 , 1 4 0

3 9 4 , 2 8 3 2 , 7 6 1 , 2 2 6 2 , 7 4 5 , 6 0 0 2 , 7 7 5 , 0 3 3 1 5 , 6 2 6 △  1 3 , 8 0 7

計 2 0 1 , 0 7 6 , 2 0 0 円

B  当 年 度 累 計 C  計 画 累 計

給 水 工 事 竣 工 検 査 4 1

項 　 　 目

1 8 8

項 　 　 目

項 　 　 　 　 　 目

調 定 料 金 ( 税 抜 )

1 , 7 8 1

1 , 7 1 1

A  当 月 期 B  当 年 度 累 計 C  計 画 累 計 D  前 年 度 同 月 累 計

―

―

1 , 9 5 8

1 , 8 8 4

A  当 月 期

給 水 人 口 7 5 , 3 6 2

3 0 , 2 3 4

1 9 1

2 2 9

2 1 3 , 0 0 0

調 定 件 数 1 8 , 9 5 0 1 3 2 , 3 3 2

口 振 加 入 件 数

過 年 度 分

7 , 1 3 2 , 6 0 0 円 -

当 年 度 分 4 , 1 3 8 , 2 2 0 円 8 8 . 9 7 % 4 , 7 8 8 , 7 0 0 円 8 6 . 4 3 %

-

1 , 9 3 8 , 8 0 0 円

A  当 月 末 未 収 額

-

2 2

2 , 3 4 3 , 9 0 0 円

当 年 度 分

計 8 7 , 0 2 0 , 5 6 0 円

当 年 度 分 1 9 7 , 5 6 0 , 9 2 6 円 8 5 . 1 5 % 1 9 7 , 2 7 8 , 7 0 1 円

A  当 月 末 未 収 額

- 2 0 1 , 3 9 1 , 2 1 1 円

過 年 度 分

C  前 年 同 月 未 収 額 D  収 納 率

3 , 5 1 5 , 2 7 4 円

計

F  対 前 年 比 較

D  前 年 度 同 月 累 計 E  対 計 画 比 較 F  対 前 年 比 較

特　　記　　事　　項
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2 7 3

△  7 2 , 7 2 0

△  1 5 , 2 3 5 , 4 0 4

△  3 1 8

6 0 4

△  4 0 , 3 9 2

△  6 , 2 1 5 , 0 0 0

D  対 前 年 比 較 ( B - C )

△  1 , 2 5 7

△  5

C  前 年 度 同 月 累 計

8 1 , 4 4 0 , 3 9 7 円 -

5 0 2

3

1 2 . 3 0 %

当 期 の 収 入 は 、 加 入 金 と し て 1 , 1 2 2 千 円 の 執 行 と な り ま し た 。 支 出 は 、 建 設 改 良 費 と し て 工 事

請 負 費 や 調 査 設 計 費 な ど 1 4 , 5 9 5 千 円 を 執 行 し ま し た 。

当 期 の 給 水 収 益 は 1 8 8 , 3 7 5 千 円 （ 税 込 ） で 、 前 月 期 に 比 べ て 7 , 4 8 2 千 円 の 減 、 対 前 年 同 月 比 で は

1 , 2 3 5 千 円 の 増 と な っ て い ま す 。 営 業 収 益 は 1 8 8 , 8 6 8 千 円 、 営 業 外 収 益 は 事 務 手 数 料 や 雑 収 益 な ど

5 , 0 5 5 千 円 と な り ま し た 。 特 別 利 益 は 放 射 能 検 査 に 係 る 賠 償 金 な ど と し て 2 0 6 千 円 と な り ま し た 。

当 期 の 営 業 費 用 は 委 託 料 や 動 力 費 な ど 9 0 , 7 1 1 千 円 、 特 別 損 失 は 災 害 復 旧 費 用 と し て 6 , 9 0 6 千 円

を 執 行 し ま し た 。

当 期 の 下 水 道 使 用 料 は 6 8 , 6 2 5 千 円 （ 税 込 ） で 、 前 月 期 に 比 べ て 2 , 9 0 6 千 円 の 減 、 対 前 年 同 月 比

で は 1 , 2 6 7 千 円 の 増 と な っ て い ま す 。 営 業 収 益 は 6 8 , 6 2 5 千 円 、 営 業 外 収 益 は 、 負 担 金 な ど 1 , 6 3 4 千

円 、 特 別 利 益 と し て 1 7 9 千 円 を 執 行 し ま し た 。

当 期 の 営 業 費 用 は 委 託 料 や 動 力 費 な ど 9 4 , 6 1 7 千 円 、 特 別 損 失 は 1 9 千 円 を 執 行 し ま し た 。

当 期 の 収 入 は 、 あ り ま せ ん で し た 。 支 出 は 、 建 設 改 良 費 と し て 災 害 復 旧 費 や 工 事 費 な ど 4 5 , 6 4 3

千 円 を 執 行 し ま し た 。

【

【施設を見学している様子】
スイちゃん ジョーくん 水守（みもる）さん

登米市 水道・下水道事業キャラクター

1 0 月 ５ 日 ( 水 ) に 今 年 度 ２ 回 目 の 上 下 水 道 モ ニ タ ー 会 議 を 保 呂 羽 浄 水 場 と 佐 沼 環 境 浄 化 セ ン タ ー を

会 場 に 開 催 し ま し た 。 保 呂 羽 浄 水 場 に お い て は 川 か ら 汲 ん だ 水 が 飲 め る よ う に な る ま で の 工 程 に つ

い て 、 佐 沼 環 境 浄 化 セ ン タ ー に お い て は 、 家 庭 な ど か ら 排 出 さ れ た 汚 水 が 浄 化 さ れ 、 川 に 放 流 さ れ

る ま で の 説 明 を 聞 き な が ら 見 学 を 行 い ま し た 。 モ ニ タ ー の 皆 さ ん か ら は 「 流 せ る ト イ レ ク リ ー ナ ー

や 流 せ る 猫 砂 等 が 、 実 際 は 溶 け ず に ポ ン プ に 詰 ま っ て し ま う こ と に 驚 い た 。 今 日 学 ん だ こ と を 友 人

た ち に 伝 え た い 」 と 話 し て い ま し た 。

1 0 月 1 2 日 ( 水 ) に 資 金 管 理 運 用 委 員 会 を 開 催 し ま し た 。 1 0 月 2 0 日 に ２ 億 円 の 定 期 預 金 が 満 期 を 迎 え

る こ と か ら 、 今 後 の 資 金 運 用 に つ い て 協 議 を 行 い 、 み や ぎ 登 米 農 協 へ ２ 億 円 を 定 期 預 金 す る こ と と

し ま し た 。



経営分析の状況 経営分析の状況
◎ 配水量の状況 （単位：㎥） ◎ 処理水量の状況 （単位：ｍ3）

◎ 主要な建設改良事業の状況 （単位：件・千円）

※各処理場ごとの処理水量及び有収水量などの内訳は、別紙登米市下水道施設等維持管理状況報告書を参照。

※流域関連特定環境保全公共下水道及び浄化槽については有収水量を記載。

特記事項 ◎ 主要な建設改良事業の状況 （単位：件・千円）

１ 大巻取水場樋管清掃を実施

※金額は、工事＋委託（事務費・人件費含む）の合計金額を記載。件数は、更新工事を除いた件数を記載。

特記事項

2　積算システム操作研修会の開催 ◎ 漏水調査結果について

〇浄化槽整備事業受付状況

（10月末現在）

42,882 336,351 325,350 83,116 86,412

  (1) 漏水量 97,853 632,881 420,000 564,522 212,881 68,359 農業集落排水 108,113 834,215 799,495

189,016

5,852,330 206,499

55,851

54,619 289,074

3処理場

88,456 91,428 △ 2,97275,236

285,287 11,001 51,064 　津山処理区 11,526

 １ 有効水量 684,573 4,874,007 4,903,150 4,893,391 △ 29,143

 総取水量 841,430 5,906,949 5,700,450

 総配水量 782,890 5,516,546 5,327,530 5,460,695

△ 40,144

※ 当月期の最大配水量は、19日（水）に記録した【26,043㎥】です。

件数 金額
主要な建設改良事業

予　算 （Ａ） 施工中 （Ｂ） 竣　工 （Ｃ） 残額（Ｄ）

【清掃作業状況】

△ 70,448  (1) 有収水量 641,691 4,537,656 4,608,104

 ２ 無効水量 98,317 642,539 424,380 567,303 218,159

  (2) 無収水量

令和４年10月期　業務実績報告書（水道施設課・下水道施設課）
水　道　施　設　課 下　水　道　施　設　課

項　　目
当月実績 実績累計 計画累計 前年累計 比　較　（Ｅ）

対前年度(B)-(D) （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） 対前年度(B)-(C)（Ａ） （Ｂ）

△ 4,492

52,828

4,577,800

比較（Ｄ）
備考

公共下水道(迫・中田・登米・南方) 1処理場2,091,761 1,918,306 173,455

特定環境保全公共下水道

24処理場

-2.13% 　東和地区

（Ｃ） （Ｄ） 対計画 (B)-(C)

流域関連特定環境保全公共下水道(石越) 11,930

227,126 221,667 5,459

390,066 392,395 △ 2,329

　豊里処理区 30,475

△ 3,296

△ 19,384 　米谷・錦織処理区 10,827 79,824 84,316

 ３ 有収率 81.96% 82.26% 85.93% 84.39% -3.67%

  (2) その他無効水量 464 9,658 4,380 2,781 5,278 6,877 　迫地区 8,369

(A)-(B+C)

漏水量
(㎥/h)

59.3%

82.4%

9,957

295,658
執行率

2,878

　豊里地区 1,862 14,178 14,242 △ 65

　中田地区 30,419 182,691 198,714

R4.4.1時点

△ 16,023

20,666 22,045

件数 金額 件数 金額

1,093,210 19 597,841 9 50,850

6 64,020 5 52,723 0 0

１ 下水道処理施設の放流水の水質検査を実施

141,530 58.6%

※ 件数及び金額は、工事＋委託（事務費・人件費含む）の合計です。

配給水施設整備事業 42

213,418

執行率

1 25,000 1 23,100 0 0 1,900 92.4%

(A)-(B+C)

444,519

浄 水 施 設 整 備 事 業 11,297

残件数予定件数 受付件数

付属施設 0 0.000

給水装置 51 47.687

 【漏水調査結果：4月～10月（累計）】
  ※参考：漏水量削減効果
　　　　（金額換算）
　　　　  約1,670,293円/日当たり
　  算定：R3年度給水原価  277.79円
　　　　  累計漏水量  250.533㎥/h
　　　   250.533㎥/h×24h×277.79円

漏
水
調
査
結
果

施設 件数

80 73

【水質検査の状況】

計 95 250.533
２ 迫町大東地区雨水排水路築造工事完了(Ｒ３繰越分)

7

配水管 44 202.846

162,93182 342,224

ポンプ施設整備事業

28 37,763

主要な建設改良事業
予　算 （Ａ） 施工中 （Ｂ） 竣　工 （Ｃ）

金額

0 10,335

処理施設整備事業 29

2.0%

残額（Ｄ）

件数 金額 件数 金額 件数

項　　目
当月実績 実績累計 前年累計

△ 1,379

43,168 397,759 351,667 46,092

浄化槽(特地・個排) 10,544 2,015基

　米山地区

34,720

67,094 70,956 △ 3,863

合　　計 505,269

522,189

43,324 306,202

3,710,700 3,497,282

　南方地区 21,417 151,828 141,871

管路整備事業 13 532,766 2 242
10月5日（水）石越浄水場大巻取水場（石越）への取水樋管

（堤防を貫通して設置した暗渠）内と接合井（河川敷に設置し

たピット）に堆積した土砂の除去作業を実施しました。

この作業は、樋管の閉塞による取水量の低下を防ぐため、樋

管に堆積した土砂を取り除き、安定した取水を図ることと施設

の点検を目的として行うもので、作業は年2回実施します。

積算システムの操作能力の向上、理解度を深めることを目的と

した積算システム操作研修会を10月24日（月）・25日（火）に実

施しました。

研修会は、積算業務初心者向けの初級者編と経験者向けの中級

編を実施、延べ16名の職員が参加しました。

参加者は、講師からのシステムの基本操作等の説明を受けなが

ら、実際システムを操作し、工事設計書の作成などを行いました。

なお、この研修会は、来年度以降も引き続き実施することとし

ております。

令和４年10月31日に迫町大東地区雨水排水路築造工事が完了しまし

た。この工事は、迫町大東公園周辺の内水処理の対策として令和元年

度より工事着手しており、令和３年度繰越工事においては、函渠工

(L=179.51m)を整備しました。

令和４年10月19日に東和町米川地区・中田町石森地区・中田町弥勒

寺地区・中田町大泉地区の農業集落排水処理施設において、宮城県石

巻保健所による下水道処理施設の放流水の水質検査が行われました。

今回の検査において、４地区の処理施設の放流水は全て水質基準値

内となっており、処理施設における汚水の処理状況に異常は見られま

せんでした。


